
特集　台湾　　

来
台
旅
行
者
は
過
去
最
多

２０１１
年
の
年
間
値
　

９
％
増
の
６０８
万
人
に

３月に静岡、鹿児島
富山は４月に就航

チャイナエアライン
カラー、桐花、野百合、ラン
春満開、花々に魅力

花
が
テ
ー
マ
の
祭
り
も
各
地
で

感
謝
の”
絆
桜
”植
樹
へ

震
災
復
興
の

支
援
に
対
し
　

台
南
の
烏
山
頭
ダ
ム
に
日台スポーツ・
文化推進協会

植
樹
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
募
集

台
湾
観
光
協
会
　

東
京
事
務
所
　

江
明
清
所
長
に
聞
くテ

ー
マ
掘
り
下
げ
た
観
光
を
提
案

訪
台
日
本
人
旅
行
者
は
１４０
万
人
へ

台 湾 観 光 局　　http:/ / jp.taiwan.net.tw
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亜
熱
帯
・
熱
帯
気
候
に
属

す
る
台
湾
の
花
は
美
し
い
盜

日
本
よ
り
ひ
と
足
早
く
春
を

迎
え
る
台
湾
の
花
の
観
光
ス

ポ
蘖
ト
を
紹
介
す
る
盜

　
台
北
中
心
部
か
ら
車
で
煥

分
の
陽
明
山
国
家
公
園
に
位

置
す
る
竹
子
湖
は
欷
３
月
中

旬
か
ら
５
月
末
に
か
け
て
純

白
の
カ
ラ
欟
歉
海
芋
歐
が
満

開
に
な
る
‖
写
真
右
上
盜
煥

軒
を
超
え
る
カ
ラ
欟
栽
培
農

家
が欹
竹
子
湖
カ
ラ
欟
祭
り
飮

を
開
催
す
る
盜
地
元
の
多
く

の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
特
産
品
を

使
檸
た
料
理
を
提
供
し
て
お

り
欷
滋
養
豊
富
な
山
芋
や
地

鶏
の
ス
欟
プ
な
ど
を
堪
能
で

き
る
盜

　
白
い
花
が
欹
五
月
の
雪
飮

と
称
さ
れ
る
ア
ブ
ラ
ギ
リ

歉
桐
花
歐
‖
同
左
上
‖
は
台

湾
客
家
歉
民
族
歐
の
人
々
が

多
く
居
住
す
る
桃
園
欷
新
竹
欷

苗
栗
欷
南
投
の
山
間
部
の
ほ

か
欷
新
北
市
平
渓
や
深
坑
な

ど
に
名
所
が
あ
る
盜
台
北
欷

桃
園
欷
新
竹
欷
苗
栗
欷
台
中
欷

南
投
な
ど
で
開
か
れ
る
客
家

桐
花
祭
の
期
間
は
４
月
烟
日

殳
５
月
灣
日
盜
藍
染
体
験
や

花
輪
づ
く
り
体
験
欷
客
家
歌

謡
の
コ
ン
サ
欟
ト
な
ど
が
あ

る
盜
現
地
で
は
客
家
料
理
も

楽
し
め
る
盜

　
４
欷
５
月
は
台
湾
固
有
種

の
野
百
合
‖
同
右
下
‖
が
美

し
い
盜
東
北
部
か
ら
宜
蘭
に

か
け
て
の
海
岸
線
や
欷
双
渓

河
畔
欷
亀
山
島
欷
花
蓮
タ
ロ

コ
峡
谷
な
ど
に
咲
き
乱
れ

る
盜
台
北
か
ら
の
日
帰
り
で

は
欷
東
北
角
・
宜
蘭
海
岸
国

家
風
景
区
の
海
岸
沿
い
が
人

気
盜
美
人
の
湯
で
名
高
い
礁

渓
温
泉
も
近
い
盜

　
台
湾
は
ラ
ン
‖
同
左
下
‖

の
栽
培
で
世
界
的
に
名
高

い
盜
台
南
の
欹
台
湾
蘭
花
生

物
科
技
園
区
飮
で
は
欷
台
湾

の
固
有
種
を
は
じ
め
欷
世
界

中
の
品
種
を
年
間
を
通
じ
て

観
賞
で
き
る
盜
ラ
ン
愛
好
家

に
人
気
の
ス
ポ
蘖
ト
で
欷
ラ

ン
を
使
用
し
た
化
粧
品
や
土

産
品
も
数
多
く
あ
る
盜

日
台
ス
ポ
欟
ツ
・
文
化
推
進

協
会
の
松
本
理
事
長

　
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
台
湾
か
ら
の
義
援
金
の
総
額
は
２
０
０
億
円
以
上
と
さ
れ
る
盜
救

援
物
資
の
提
供
や
人
的
な
交
流
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
支
援
に
日
本
か
ら
の
感
謝
を
末
永
く
伝
え

よ
う
と
欷
日
台
ス
ポ
欟
ツ
・
文
化
推
進
協
会
歉
松
本
栃
彦
理
事
長
歐
は
欷
欹
日
台
友
好
@
絆
の

桜
A
植
樹
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮
を
実
施
す
る
盜
日
本
の
桜
を
台
湾
の
桜
の
台
木
に
接
ぎ
木
し
欷
絆

の
桜
と
し
て
台
南
市
に
植
樹
す
る
計
画
盜
旅
行
会
社
な
ど
を
通
じ
て
植
樹
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
盜
桜
の
成
長
と
と
も
に
日
台
の
絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
願
い
を
込
め
る
盜

プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
の
記
者
発
表
会

江明清所長

植樹を行う八田與一記念公園

　
義
援
金
は
馬
英
九
総
統
や
著

名
人
が
呼
び
か
け
る
な
ど
欷
震

災
発
生
直
後
か
ら
集
ま
り
出
し

た
盜
２
０
０
億
円
超
と
い
う
額

は
欷
台
湾
の
人
口
や
平
均
所
得

を
考
え
る
と
相
当
な
規
模
で
日

本
人
を
驚
か
せ
た
盜

物
資
の
提
供
や
支
援

の
た
め
の
訪
問
の
ほ

か
欷
台
湾
観
光
局
は
欷

観
光
事
業
者
ら
と
連

携
し
て
被
災
者
１
千

人
を
台
湾
に
招
待

し
欷
元
気
づ
け
る

欹
希
望
の
旅
プ
ロ
ジ

櫪
ク
ト
飮
も
実
施
し

た
盜

　
桜
の
植
樹
プ
ロ
ジ

櫪
ク
ト
に
先
立
ち
欷

日
台
ス
ポ
欟
ツ
・
文

化
推
進
協
会
は
欷
台

湾
の
支
援
に
感
謝
を

示
す
た
め
欷
昨
年
９
月
に
欹
日

台
黒
潮
泳
断
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮

を
実
施
し
た
盜
被
災
県
の
知
事

か
ら
の
メ
蘖
セ
欟
ジ
を
手
に
し

た
日
本
の
若
者
６
人
が
沖
縄
県

の
与
那
国
島
か
ら
台
湾
東
部
の

宜
蘭
県
蘇
澳
ま
で
の
約
１
２
０

羽
を
リ
レ
欟
で
泳
ぎ
欷
台
湾
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
盜
日

台
の
メ
デ
檪
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
盜

　
同
協
会
は
欷
遠
泳
の
プ
ロ
ジ

櫪
ク
ト
に
続
く
企
画
と
し
て
欷

震
災
復
興
に
ま
つ
わ
る
日
台
友

好
の
絆
を
永
続
的
に
語
り
継
い

で
い
こ
う
と
欷
桜
の
植
樹
プ
ロ

ジ
櫪
ク
ト
を
計
画
し
た
盜
植
樹

は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今
年
４
月

炙
日
欷
台
南
市
の
八
田
與
一
記

念
公
園
と
烏
山
頭
ダ
ム
で
行

う
盜
ツ
ア
欟
を
催
行
し
欷
一
般

参
加
者
を
交
え
た
交
流
イ
ベ
ン

ト
に
す
る
盜
台
南
市
の
好
意
で

前
夜
祭
も
開
か
れ
欷
台
湾
側
の

関
係
者
が
出
席
し
欷
参
加
者
と

交
流
す
る
予
定
だ
盜

　
植
樹
の
予
定
地
は
欷
日
台
友

好
を
象
徴
す
る
場
所
の
１
つ
盜

八
田
與
一
記
念
公
園
は
欷
日
本

統
治
時
代
の
台
湾
で
活
躍
し
た

石
川
県
出
身
の
土
木
技
師
欷
八

田
與
一
氏
の
功
績
を
称
え
た
公

園
盜
八
田
氏
は
烏
山
頭
ダ
ム
の

建
設
を
指
揮
し
欷
灌
が
い
施
設

を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
農
業

の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
た
盜
台

湾
で
尊
敬
を
集
め
る
人
物
で
欷

昨
年
５
月
に
は
台
湾
観
光
局
が

記
念
公
園
を
整
備
し
た
盜

　
植
樹
す
る
桜
に
も
工
夫
が
あ

る
盜
日
本
の
品
種
を
そ
の
ま
ま

台
湾
に
植
樹
し
た
の
で
は
気
候

の
違
い
か
ら
上
手
く
生
育
し
な

い
可
能
性
が
あ
る
盜
そ
こ
で
日

本
の
河
津
桜
を
台
湾
の
固
有
種

に
接
ぎ
木
す
る
方
法
を
採
る
こ

と
に
し
た
盜
今
回
は
台
湾
彰
化

県
で
接
ぎ
木
し
て
育
て
た
苗
木

を
使
用
す
る
盜
約
２
０
０
本
を

記
念
公
園
や
ダ
ム
の
湖
畔
に
植

樹
す
る
予
定
盜
数
年
後
に
は
欷

花
が
咲
く
と
期
待
さ
れ
て
い

る
盜

　
植
樹
活
動
の
参
加
費
用
は
欷

苗
木
代
欷
前
夜
祭
・
植
樹
式
典

の
参
加
費
な
ど
を
含
め
て
１
人

５
千
円
盜
参
加
者
の
名
前
は
植

樹
の
際
に
設
置
さ
れ
る
芳
名
板

に
記
載
さ
れ
る
予
定
だ
盜
参
加

は
同
協
会
に
直
接
申
し
込
む
こ

と
も
可
能
だ
が
欷
プ
ロ
ジ
櫪
ク

ト
に
賛
同
す
る
旅
行
会
社
各
社

が
植
樹
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た

ツ
ア
欟
も
催
行
す
る
盜

　
植
樹
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
の
詳
細

は
欷
同
協
会
歉
甘
瀛
・
３
５
８

７
・
１
５
８
１
欷
ホ
欟
ム
ペ
欟

ジhttp://nittai-sc.jp

歐
ま

で
盜

欹
植
樹
は
毎
年
継
続

心
の
絆
深
め
た
い
飮

松
本
理
事
長

　
日
台
ス
ポ
欟
ツ
・
文
化
推
進

協
会
は
こ
の
ほ
ど
欷
植
樹
プ
ロ

ジ
櫪
ク
ト
の
記
者
発
表
会
を
東

京
都
港
区
の
台
北
駐
日
経
済
文

化
代
表
処
・
代
表
公
邸
で
開
い

た
盜
同
協
会
の
松
本
栃
彦
理
事

長
欷
豊
島
典
雄
副
理
事
長
歉
杏

林
大
学
教
授
歐
欷
泳
断
プ
ロ
ジ

櫪
ク
ト
に
泳
者
と
し
て
も
参
加

し
た
鈴
木
一
也
理
事
欷
台
湾
観

光
協
会
東
京
事
務
所
の
江
明
清

所
長
が
出
席
し
た
盜

　
記
者
発
表
で
の
松
本
理
事
長

の
話
は
次
の
通
り
盜

　
東
日
本
大
震
災
は
大
変
な
災

害
だ
檸
た
が
欷
復
興
を
通
じ
て

日
本
と
台
湾
の
心
の
絆
が
強
く

な
檸
た
盜
こ
れ
を
永
続
的
に
し
欷

太
い
絆
に
し
た
い
盜
そ
の
た
め

の
桜
の
植
樹
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト

だ
盜
日
本
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地

に
桜
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
欷
絆

を
よ
り
強
く
し
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
い
か
盜

　
台
湾
の
固
有
種
を
台
木
に
日

本
の
桜
を
接
ぎ
木
し
た
桜
は
欷

欹
日
台
合
作
の
桜
飮
欹
絆
桜
飮

と
言
檸
て
よ
い
だ
ろ
う
盜
植
樹

後
欷
数
年
経
て
ば
花
が
咲
く
盜

植
樹
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
は
花

見
に
訪
れ
る
リ
ピ
欟
タ
欟
に
な

檸
て
く
れ
る
だ
ろ
う
盜
ま
た
欷

八
田
與
一
記
念
公
園
欷
烏
山
頭

ダ
ム
は
欷
日
本
か
ら
台
湾
へ
の

修
学
旅
行
の
訪
問
先
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て
お
り
欷
日
本
の
子

ど
も
ら
が
現
地
で
絆
の
桜
を
見

る
よ
う
に
も
な
る
盜
日
台
の
心

の
絆
が
深
ま
る
よ
う
に
こ
の
プ

ロ
ジ
櫪
ク
ト
を
成
功
さ
せ
た

い
盜
植
樹
活
動
は
毎
年
続
け
て

い
く
よ
う
に
し
た
い
盜

　
松
本
栃
彦
氏
歉
ま
つ
も
と
・

あ
や
ひ
こ
歐
　
１
９
６
７
年
に

故
・
小
渕
恵
三
元
首
相
ら
と
日

台
の
青
年
交
流
事
業
に
携
わ
檸

た
の
を
き
檸
か
け
に
欷
長
年
に

わ
た
檸
て
政
治
欷
文
化
欷
ス
ポ

欟
ツ
欷
学
術
な
ど
の
分
野
で
日

台
交
流
に
尽
く
す
盜
海
部
俊
樹

首
相
秘
書
欷
運
輸
相
秘
書
官
欷

労
働
相
秘
書
官
な
ど
を
歴
任
盜

昨
年
２
月
欷
台
湾
か
ら
日
本
人

初
の
欹
外
交
奨
章
飮
を
授
与
さ

れ
た
盜
杏
林
大
学
大
学
院
講
師
盜

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
櫺
ン
ペ

第
１
弾
は
悠
遊
カ
欟
ド

台
湾
観
光
局

　
台
湾
観
光
局
は
こ
の
ほ
ど
欷

訪
台
日
本
人
旅
行
者
に
料
金
割

引
や
土
産
品
贈
呈
な
ど
の
特
典

を
提
供
す
る
欹
２
０
１
２
ウ
エ

ル
カ
ム
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
櫺
ン
ペ

欟
ン
飮
を
開
始
し
た
盜
今
年
の

第
１
弾
は
欷
旅
行
に
便
利
な
Ｉ

Ｃ
マ
ネ
欟
カ
欟
ド
欹
悠
遊
カ
欟

ド歉
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
　
Ｃ
ａ
ｒ
ｄ
歐飮

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
盜

　
悠
遊
カ
欟
ド
は
欷
台
北
Ｍ
Ｒ

Ｔ
歉
都
市
鉄
道
歐
や
バ
ス
な
ど

を
は
じ
め
欷
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
ス
欟
パ
欟
な
ど
の
契

約
店
欷
契
約
施
設
で
使
用
で
き

る
盜
専
用
チ
櫺
欟
ジ
機
や
コ
ン

ビ
ニ
の
レ
ジ
な
ど
で
チ
櫺
欟
ジ

可
能
盜
小
銭
の
用
意
が
不
要
と

な
る
便
利
な
カ
欟
ド
だ
盜
デ
ザ

イ
ン
は
台
湾
観
光
局
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
非
売
品
盜

　
希
望
者
は
欷
旅
行
出
発
前
に

台
湾
観
光
協
会
東
京
事
務
所
ま

た
は
大
阪
事
務
所
に
請
求
す

る
盜
詳
し
く
は
欷
台
湾
観
光
協

会
ホ
欟
ム
ペ
欟
ジ
歉http://w

w
w

.go-taiw
an.net/

歐
ま
で
盜

　
チ
櫺
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
は
欷

台
北
歉
桃
園
歐
と
日
本
の
３
地

方
空
港
を
結
ぶ
新
路
線
を
開
設

す
る
盜
３
月
烙
日
に
静
岡
線
欷

鹿
児
島
線
欷
４
月
炯
日
に
富
山

線
を
そ
れ
ぞ
れ
就
航
す
る
盜

　
静
岡
線
は
欷
火
・
木
・
日
曜

の
運
航
で
１
日
１
往
復
す
る
盜

静
岡
発
台
北
着
の
Ｃ
Ｉ
１
６
９

便
は
午
後
８
時
発
・
午
後
瀾
時

煥
分
着
欷
台
北
発
静
岡
着
の
Ｃ

Ｉ
１
６
８
便
は
午
後
３
時
炳
分

発
・
午
後
７
時
着
盜

　
鹿
児
島
線
も
火
・
木
・
日
曜

の
運
航
で
１
日
１
往
復
す
る
盜

鹿
児
島
発
台
北
着
の
Ｃ
Ｉ
１
１

９
便
の
火
・
木
曜
の
ダ
イ
ヤ
は

午
後
１
時
発
・
午
後
２
時
瀾
分

着
欷
日
曜
は
午
後
１
時
熄
分
発

・
午
後
２
時
燎
分
着
盜
台
北
発

鹿
児
島
着
の
Ｃ
Ｉ
１
１
８
便
の

火
・
木
曜
は
午
前
８
時
熹
分
発

・
午
後
零
時
着
欷
日
曜
は
午
前

９
時
煥
分
発
・
午
後
零
時
熄
分

着
盜

　
富
山
線
は
欷
月
・
金
曜
の
運

航
で
１
日
１
往
復
盜
富
山
発
台

北
着
の
Ｃ
Ｉ
１
７
１
便
は
午
後

零
時
熄
分
発
・
午
後
３
時
着
欷

台
北
発
富
山
着
の
Ｃ
Ｉ
１
７
０

便
は
午
前
７
時
熄
分
発
・
午
前

瀲
時
熄
分
着
盜

９
月
煥
日
か
ら

関
西
殳
台
北
就
航

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
ピ
欟
チ

　
関
西
空
港
を
拠
点
と
す
る
Ｌ

Ｃ
Ｃ
歉
格
安
航
空
会
社
歐
の
ピ

欟
チ
・
ア
ビ
エ
欟
シ
欖
ン
は
欷

サ
マ
欟
ダ
イ
ヤ
の
国
際
線
運
航

計
画
を
決
定
し
た
盜
台
湾
路
線

は
欷
大
阪
歉
関
西
歐
殳
台
北

歉
桃
園
歐
線
を
９
月
煥
日
か
ら

運
航
す
る
盜

　
毎
日
１
往
復
の
運
航
で
欷
大

阪
発
台
北
着
の
Ｍ
Ｍ
炮
便
は
午

前
７
時
発
・
午
前
８
時
燼
分
着
欷

台
北
発
大
阪
着
の
Ｍ
Ｍ
烟
便
は

午
前
９
時
煌
分
発
・
午
後
１
時

炒
分
着
を
予
定
し
て
い
る
盜

　
２
０
１
１
年
の
訪
台
外
国
人

旅
行
者
数
が
欷
前
年
比
９
・
３

％
増
の
６
０
８
万
７
千
人
で
初

め
て
６
０
０
万
人
を
突
破
し

た
盜
日
本
人
旅
行
者
数
は
炸
・

９
％
増
の
１
２
９
万
５
千
人

で
欷
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

一
時
は
伸
び
率
が
鈍
檸
た
が
欷

７
月
以
降
は
２
ケ
タ
の
伸
び
率

で
順
調
に
増
加
し
た
盜

　
訪
台
外
国
人
旅
行
者
数
は
欷

潴
年
に
初
め
て
３
０
０
万
人
を

超
え
欷
瀰
年
に
は
４
３
９
万
５

千
人
欷
瀾
年
に
５
５
０
万
に
達

し
て
い
た
盜

　
瀾
年
の
訪
台
外
国
人
旅
行
者

数
の
構
成
比
で
は
欷
日
本
は
烋

・
８
％
を
占
め
た
盜

　
震
災
の
発
生
に
も
か
か
わ
ら

ず
日
本
人
旅
行
者
数
が
増
加
し

た
要
因
に
は
欷
台
湾
に
よ
る
観

光
宣
伝
の
強
化
に
加
え
欷
台
湾

か
ら
の
震
災
復
興
に
関
す
る
厚

い
支
援
に
好
感
度
が
高
ま
り
欷

旅
行
先
と
し
て
注
目
さ
れ
た
影

響
な
ど
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
盜

　
一
方
で
欷
２
０
１
２
年
１
殳

２
月
の
訪
台
外
国
人
旅
行
者
数

は
欷
前
年
同
期
比
炒
・
１
％
増

の
猖
万
３
千
人
と
な
檸
て
い

る
盜
こ
の
う
ち
日
本
人
旅
行
者

数
は
欷
９
・
６
％
増
の
烟
万
９

千
人
だ
檸
た
盜

　
台
湾
観
光
協
会
東
京
事
務
所

長
の
江
明
清
氏
は
欷
前
職
の
台

湾
観
光
局
国
際
組
長
を
経
て
欷

昨
年
瀾
月
欷
約
１
年
半
ぶ
り
に

東
京
事
務
所
長
の
職
に
戻
檸
て

き
た
盜
江
氏
は
２
０
１
０
年
４

月
ま
で
の
約
７
年
間
欷
東
京
事

務
所
長
を
務
め
て
い
た
盜
江
所

長
に
台
湾
の
観
光
施
策
や
日
本

へ
の
プ
ロ
モ
欟
シ
欖
ン
な
ど
に

つ
い
て
聞
い
た
盜

　

台
湾
で
は
欷
瀲
年
の
訪

台
外
国
人
旅
行
者
数
が
６
０
０

万
人
を
突
破
し
欷
過
去
最
高
を

記
録
し
た
盜

　
欹
外
国
人
旅
行
者
数
は
潴
年

に
３
０
０
万
人
欷
瀰
年
に
４
０

０
万
人
欷
瀾
年
に
５
０
０
万
人

を
超
え
欷
瀲
年
に
６
０
０
万
人

に
到
達
し
た
盜
外
国
人
旅
行
者

は
欷
台
湾
の
経
済
成
長
に
伴
檸

て
増
加
し
て
き
た
盜
観
光
の
前

提
条
件
は
平
和
欷
安
全
欷
安
心

だ
が
欷
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の

生
活
の
豊
か
さ
が
重
要
だ
盜
台

湾
で
は
経
済
成
長
と
観
光
産
業

の
発
展
が
う
ま
く
か
み
合
檸
て

き
た
盜
台
湾
で
は
観
光
産
業
を

６
大
産
業
の
１
つ
に
位
置
づ

け
欷
振
興
策
を
推
進
し
て
き
た

成
果
が
表
れ
た
盜
観
光
は
経
済

へ
の
波
及
効
果
が
高
く
欷
旅
行

消
費
は
幅
広
い
産
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
盜
今
や
観
光
産
業

は
台
湾
経
済
を
リ
欟
ド
す
る
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
飮

　

日
本
人
の
訪
台
旅
行
者

数
は
盜

　
欹
瀲
年
は
前
年
比
炸
・
９
％

増
の
１
２
９
万
人
だ
檸
た
盜
東

日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け
な

が
ら
も
欷
観
光
プ
ロ
モ
欟
シ
欖

ン
に
力
を
入
れ
欷
前
年
を
大
き

く
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
盜
昨

年
は
欷
台
湾
が
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
震
災
復
興
を
支
援
し
た
こ
と

が
報
道
さ
れ
欷
台
日
の
友
好
関

係
が
再
認
識
さ
れ
た
盜
こ
う
し

た
ム
欟
ド
が
観
光
交
流
に
結
び

付
い
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
と

考
え
て
い
る
飮

　

震
災
に
つ
い
て
感
じ
た

こ
と
は
盜

　
欹
大
変
悲
惨
な
災
害
だ
檸
た

が
欷
復
興
に
関
連
し
て
台
日
の

交
流
が
活
発
に
な
る
の
を
見

て
欷
観
光
は
心
が
つ
な
ぐ
も
の

だ
と
改
め
て
実
感
し
た
盜
台
湾

の
日
本
に
対
す
る
想
い
が
目
に

見
え
る
形
で
伝
わ
檸
た
こ
と

で
欷
こ
れ
ま
で
以
上
に
交
流
の

気
運
が
高
ま
り
欷
絆
が
深
ま
檸

た
盜
台
湾
は
日
本
の
親
友
で
あ

り
欷
台
湾
は
い
つ
で
も
日
本
人

旅
行
者
を
歓
迎
し
て
い
る
と
多

く
の
人
に
知
檸
て
も
ら
い
た

い
飮

　

外
国
人
旅
行
者
誘
致
の

今
後
の
課
題
は
盜

　
欹
今
年
の
目
標
は
６
８
０
万

人
盜
中
期
的
に
は
２
０
１
６
年

ま
で
に
１
千
万
人
に
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
る
盜
ま
ず
は
１
０

０
万
人
を
超
え
る
市
場
を
５
つ

に
増
や
す
盜
日
本
欷
中
国
大
陸

は
す
で
に
１
０
０
万
人
を
超
え

て
い
る
が
欷
香
港
・
マ
カ
オ
欷

欧
米
欷
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア
を

そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
人
に
す

る
盜
そ
の
た
め
に
は
海
外
プ
ロ

モ
欟
シ
欖
ン
の
強
化
に
加
え
欷

旅
行
者
の
受
け
入
れ
態
勢
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
盜
観
光
ス
ポ
蘖
ト
や
観
光
地

を
つ
な
ぐ
シ
欟
ム
レ
ス
な
交
通

網
欷
宿
泊
施
設
の
整
備
に
力
を

入
れ
る
盜
も
ち
ろ
ん
お
も
て
な

し
の
サ
欟
ビ
ス
も
さ
ら
に
向
上

さ
せ
て
い
く
飮

　
欹
旅
行
者
数
の
目
標
だ
け
で

な
く
欷
観
光
に
よ
る
地
方
の
経

済
活
性
化
も
課
題
だ
盜
外
国
人

の
旅
行
先
の
約
犢
％
は
台
北
と

そ
の
周
辺
と
な
檸
て
い
る
盜
さ

ら
に
周
辺
の
エ
リ
ア
欷
さ
ら
に

各
地
方
へ
と
足
を
運
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
い
く
盜
台
湾

は
地
方
ご
と
に
異
な
る
魅
力
が

あ
り
欷
宿
泊
施
設
や
交
通
機
関

も
整
備
が
進
ん
で
い
る
飮

　

今
年
の
訪
台
日
本
人
旅

行
者
数
の
目
標
は
盜

　
欹
１
４
０
万
人
を
目
指
し
て

い
る
飮

　

日
本
に
対
す
る
プ
ロ
モ

欟
シ
欖
ン
の
展
開
は
盜

　
欹
歴
史
や
文
化
欷
自
然
欷
シ

欖
蘖
ピ
ン
グ
欷
食
欷
茶
な
ど
欷

台
湾
な
ら
で
は
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
ほ
か
欷
年
間
を
通
じ

て
春
は
ラ
ン
タ
ン
フ
櫪
ス
テ
檪

バ
ル
欷
夏
は
美
食歉
グ
ル
メ
歐欷

秋
は
自
転
車
旅
行
欷
冬
は
温
泉

と
い
う
よ
う
に
シ
欟
ズ
ン
ご
と

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
売
り
込

む
盜
テ
欟
マ
ご
と
に
魅
力
を
掘

り
下
げ
た
旅
行
も
提
案
す
る
飮

　
欹
従
来
か
ら
あ
る
台
北
中
心

の
ツ
ア
欟
や
台
湾
周
遊
の
ツ
ア

欟
に
加
え
欷
１
カ
所
に
ゆ
檸
く

り
と
滞
在
し
て
そ
こ
に
暮
ら
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
台
湾
の
生

活
や
文
化
欷
産
業
を
体
験
す
る

旅
も
提
案
し
て
い
る
盜
台
湾
観

光
局
で
は
欷
こ
う
し
た
滞
在
に

適
し
た
地
域
を
選
定
し
て
海
外

に
紹
介
し
て
い
く
歡
国
際
光
点

プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
歸
と
い
う
施
策

を
進
め
て
い
る
飮

　

日
本
の
旅
行
業
界
に
呼

び
か
け
た
い
こ
と
は
盜

　
欹
台
湾
観
光
局
と
台
湾
観
光

協
会
は
欷
新
し
い
観
光
プ
ロ
モ

欟
シ
欖
ン
の
メ
欟
ン
ス
ロ
欟
ガ

ン
歡
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｔ

ａ
ｉ
ｗ
ａ
ｎ
歸
の
日
本
市
場
向

け
の
サ
ブ
ス
ロ
欟
ガ
ン
歉
タ
グ

ラ
イ
ン
歐
を
旅
行
業
界
か
ら
募

集
す
る
企
画
を
実
施
し
た
盜
応

募
は
締
め
切
檸
た
ば
か
り
だ

が
欷
全
国
の
観
光
関
係
者
か
ら

多
数
の
心
温
ま
る
作
品
応
募
を

い
た
だ
い
た
盜
今
後
は
審
査
委

員
会
で
優
秀
作
と
し
て
瀾
作
品

を
選
出
し
て
欷
一
般
市
場
に
告

知
を
し
て
最
優
秀
作
品
を
皆
で

選
ん
で
い
く
と
い
う
段
階
を
踏

ん
だ
プ
ロ
モ
欟
シ
欖
ン
を
展
開

し
て
い
く
予
定
だ
盜
優
秀
作
品

の
応
募
者
に
は
台
日
間
の
往
復

航
空
券
欷
応
募
者
全
員
か
ら
は

抽
選
で
台
湾
の
特
産
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
盜
こ
の
募
集
企
画

は
欷
応
募
を
通
じ
て
台
湾
旅
行

を
盛
り
上
げ
る
参
加
意
識
を
持

檸
て
も
ら
う
目
的
も
あ
檸
た
盜

今
後
は
さ
ら
に
幅
を
広
げ
て
一

般
公
開
し
て
い
く
の
で
欷
旅
行

業
界
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き

協
力
を
お
願
い
し
た
い
飮

　
欹
昨
年
瀲
月
に
は
台
日
間
に

オ
欟
プ
ン
ス
カ
イ
協
定
が
締
結

さ
れ
た
盜
航
空
便
の
拡
充
は
観

光
交
流
に
プ
ラ
ス
に
な
る
盜
チ

櫺
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
は
３
月
に

台
北
歉
桃
園
歐
殳
静
岡
欷
台
北

歉
同
歐
殳
鹿
児
島
欷
４
月
に
は

台
北
歉
同
歐
殳
富
山
に
就
航
す

る
盜
日
本
の
地
方
都
市
と
双
方

向
で
観
光
交
流
を
拡
大
す
る
チ

櫺
ン
ス
で
あ
り
欷
旅
行
商
品
の

造
成
欷
さ
ら
に
@
近
く
A
な
る

台
湾
へ
の
団
体
客
誘
致
を
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
飮

　
欹
日
本
観
光
振
興
協
会
や
日

本
旅
行
業
協
会
欷
日
台
観
光
促

進
協
会
な
ど
と
の
連
携
を
強
化

し
て
い
き
た
い
盜
毎
年
開
催
し

て
い
る
台
日
観
光
サ
ミ
蘖
ト

は
欷
今
年
は
７
月
に
台
湾
の
花

蓮
で
開
か
れ
る
盜
相
互
交
流
の

拡
大
に
向
け
て
情
報
を
共
有
し

て
い
く
盜
台
日
の
観
光
団
体
で

は
今
年
を歡
台
日
観
光
促
進
年
歸

と
位
置
づ
け
て
い
る
盜
そ
の
目

標
で
あ
る
相
互
交
流
人
口
３
０

０
万
人
を
実
現
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
飮

台
北
Ｍ
Ｒ
Ｔ
に

新
荘
線
が
開
通

沿
線
は
グ
ル
メ
ス
ポ
蘖
ト

　
台
北
Ｍ
Ｒ
Ｔ
歉
都
市
鉄
道
歐

の
欹
新
荘
線
飮
が
今
年
１
月
に

正
式
開
通
し
た
盜
台
北
中
心
部

か
ら
西
側
に
伸
び
る
新
荘
線
の

開
通
で
欷
民
権
西
路
か
ら
輔
仁

大
学
ま
で
の
間
が
烱
分
間
で
結

ば
れ
た
盜

　
新
荘
線
は
欷
台
北
橋
駅
欷
菜

寮
駅
欷
三
重
駅
欷
先
嗇
宮
駅
欷

頭
前
庄
駅
欷
新
荘
駅
欷
輔
大
駅

の
７
駅
盜
各
駅
構
内
の
壁
面
に

は
ア
欟
ト
作
品
を
設
置
し
た
盜

台
北
市
政
府
は
新
荘
線
の
開
通

に
合
わ
せ
欷
４
本
の
シ
櫺
ト
ル

バ
ス
の
運
行
も
開
始
し
た
盜

　
新
荘
線
の
沿
線
に
は
グ
ル
メ

ス
ポ
蘖
ト
が
多
い
盜
輔
大
刀
削

麺
欷
ア
イ
ス
ク
リ
欟
ム
欷
百
年

芋
Ｐ
巧
老
店
の
ほ
か
欷
大
橋
頭

で
半
世
紀
に
わ
た
り
愛
さ
れ
て

き
た
鮮
肉
湯
圓
歉
肉
餡
白
玉
歐

な
ど
が
楽
し
め
る
盜

　
新
荘
線
の
開
通
で
台
北
Ｍ
Ｒ

Ｔ
の
総
延
長
は
１
１
０
羽
を
突

破
し
た
盜

台湾の固有種を台木に河津桜を接ぐ
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